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｢災害現場における救助支援型担架システムの提案と実証｣
＜概要＞ 「災害現場における救助支援型担架システムの提案と実証」

一般の原子力関連施設等、施設内における事故などによって、現場から自律的に逃避できない要救助者を、救助隊員に

代わり、または補助し、事故発生場所から遠ざけるための救助ロボットの構成について検討し、研究開発を行った。具体的

には、現場に消防隊員が進入可能かという状況に応じて、

(1) 進入不可の場合 ： 小型牽引ロボット群を用いて、 倒れている要救助者の姿勢を搬送しやすいように整え、 担架構成ロ

ボットにより、安全な場所へと搬送する。

(2) 進入可の場合 ： 担架構成ロボットの技術を応用し、 救助ツールとして改良することで， 消防隊員の要救助者搬送を補

助し負担を軽減する。

｢操作性を考慮した生存者探査ロボットの開発｣

＜概要＞ 大規模災害時には、 消防 ・ 警察などからなるレスキュー隊員の数が圧倒的に不足し、 十分な救助活動を行う

ことが困難となることが報告されている。 受賞者は、 阪神淡路大震災における救助活動の記録を踏まえ、 直接的な被害

を免れた生存者らによる相互扶助の重要性に着目し、 一般の人々によって容易に利用可能なレスキューロボットの必要

性を指摘してきた。 探索活動を被災を免れた多数の人々によって同時かつ迅速に実施し、 瓦礫下の生存者の位置を事

前に特定することが可能となれば、 レスキュー隊員は、 その情報をもとに効率的に救出活動を行うことができる。 この枠

組みに基づき、 受賞者は、 一般の人々によって、 容易に操作可能な生存者探索用ロボットの実現を目標に、 広範囲

の探索を想定した蛇型レスキューロボット、 及び、 局所的な範囲の探索を想定したレスキューマニピュレータの開発を行っ

た。
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小柳栄次氏による、 東日本大震災以降のロボット技術を用いた災害対応活動は顕著であり、

特に福島第一原発において環境情報収集に用いられたロボット開発に関する技術的貢献は多

大であり、 その研究開発に懸ける姿勢も高く評価された。


